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The purpose of this study is to examine how job-seekers at a Japanese university maintain their 
jobωhunting activities even after experiencing severai rejections. Both undergraduates and postgraduates 
who had successfully completed job-hunting (N = 15) were interviewed， and verbatim records were 
subsequently analyzed using the modified grounded theory approach (M時GTA)，and a process-modei 
diagram was created to illustrate the behaviorai processes observed in job-seekers after experiencing 
some rejections. The model includes two processes at primary and secondary levels. At the primary 
level， job-seekers engage in concrete coping strategies after rejections， while at the secondary level， 
they tend to engage in deep self-reflection in imagining their futures. The two processes occur at 
separate times. Initially， atthe primary level， job-seeks continue with their job-hunting activities， and， 
gradually with accumulated experience， the secondary level emerges as both processes operate. 
Key words: Job-hunting in Japanese university students， Modified grounded theory approach (M-GTA)， 



























も I~II別である (Erikson ， 1959小此木訳 1973;Super， 
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るレジリエンス (Masten，Best， & Garmezy， 1990) 
も，就職活動における肯定的資源であると捉えられ




















































































































































事例 性別 学年 新卒採用スケジュール年度 採PFJt:r¥J投挑戦数 獲得内定数 概念数
A 男性 社会人 3.5fIヨ 2010年度 20 2 9 
B 男性 ブ〈竿:4:Ij三生 2013i]三度 50 2 24 
C 男性 社会人 2 年 I~I 2011年度 8 14 
D 女性 社会人 1年 1:1 2012年度 70 2 19 
E 男性 大学院:2年生 2013年度 30 2 17 
F 女性 大学4年生 2013年)支 60 14 
G 男性 社会人 l年目 2012年度 15 12 
日 男性 大学4ijミ生 2013年!支 45 15 
女性 大学4年生 2013年!支 37 4 9 
女性 大学4年生 2013年度 30 3 13 
K 女性 大学4ij三生 2013i1可支 30 2 14 
L Y3tl 大学4年生 2013i:j斗支 20 2 12 
M 女性 大学45j.'生 2013年度 50 7 
N 男性 大学4年生 2013年度 12 13 。 男I.t 大学4年生 2013年度 30 4 11 
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カテゴリ-No. 1変念名 一ノi二1うと 具体例(事例名) 具体例数(事関数)
ンヨツク
ペコっぱり1M援を受けて不採IJということは，がっかりしますね。まずがっ
かりというか。当 I!寺だと I~! 分がMをしたいとかっていうこというよりも，
不採用を tてて とりあえずなんかもう内定がほしくなったりっていう気持ちもありますし 10
1 1=己否定感自分がdiIi~れ f、トドかくやっぱり。自分を不定されるようで (中 1告) 当時の心理1.;I:I~iJi 
ように!惑よること c 自分の li接を受けてそのうえで落とされるわけですから 入lHilt (8) 
を否定されたような気持ちにはなりますよね， I~I 分がだめなんじゃないか
なっていう気持ちになります。 (B)
小採Jjを受けて。絶対に T社に行きたいと思ってて Kの仕事に就きたいと思っていました。 15 2 失担!感 望みが住Iたれたよ H社はエントリーシートで落とされたのですが，それは流石にショ yクで (9 ) うに感じること したo K になる事が出来る l可能性が;，衣るという:~!床で。 (C)
!沈J[役一先が決まらな なんか周りからは，そんなん考えるのまだ早いって言われてたけど。 5月かったらどうしよ 11 3 先行き不安 くらいに。私もしかしたら就!被浪人とかしないといけないのかな，みたいうと。不安を感じ ‘ ー (6 ) ること になったり。海外に I' _<，ょうかなってもう考えたりしてましたね。り)
村井Lを残さなけれ給与Lが，'J'，な i 人γよっては 1人]七を取れなくて企業γ勤められなくても白別の道があるij"と白焦りやフ。- ノ、 J -
4 いことへの と巴う人もいると忠つけと f あんまりそうは思えなかった。佐界が狭いのレソシャーを!惑じ (3 ) 焦り かもしれないけと¥とりあえずとJっか受からなきゃというのはあった。 (A)ること
5 践を jJí~ り不認JlJ となった試 I~ì 5}はなんか心配広というか。落ちたら結構引き摺るほうなので，なんで 15 
返る 験を振り返ること 落ちちゃったんだろうって.考えましたね。 (G) (12) 
ーなんか。全然うまい返しできなかったとか。そうですね.だいぶ。何個かJJiï f王i を I~! 分不採m となったり白に分かれて原田がわかるんですけど。緊張してたとか，あとは，長くしゃ 15 6 の 1:1" に見つ閃を I~l 5}の1:'にド」べりすぎるとかι 質問にたjして簡潔に答えなくなっているみたいな，勝手 (10) ける 出すこと に一人で何分もしゃべっちゃうみたいな。 (E)
不採用を受けた試
J'i.'{}' 数i均一またはそこに D社での面接H寺に iT社の例を出して.大変恐縮で、すが...Jって言った事 門




λ たカ¥ わカか、らな!日:ピ 1 旨".一 一 .. )，- 1.. I らない 、ー、し 治ちにI!W:i立。「おーまじかJっとなりますね。「じゃあ何が正解だったん (4 ) 
v -'- L だjって忠¥.、ますね。 (D)




カテゴリ-No. 概念名 定義 具体例(事例名) J実体開数(司王例数)
切り替え
j!flJ り切るっていうか，そういうのも大事で.~ーはそのマッチングだと思い





いうよりは白なんか， 1寸じような ESを出してたまに不合絡になるときっ過去の試験への|玉1:'- 、 ぺ
10ヂを捨てわれや先行きへのしいつのに まあそうペうぞで 不採削っていうのを経験したんですけど 1 
も，おそらく，通過したと」ノコ b通過しなかったところもありますので。 (8) 不安を断つこと どういう j武に!荏じたかって言われると，ホントにもう， どちらかと v、うと
悲しんで後々の就活に影響を与えないように悲しまないようにしてo (0) 
逆に白 まあ I~l 信過剰な感じですけど。 自分がどこにも採J!Jされないなんて，
p いつかは内定をもそれはそ九でないんじゃないかつて考えたりもしました。そんな社会ある)~シティフ ←山 J_，.J.r. 1_ ".... L _，.....句
1 I日影 らえると fjiJl日jぎしのかっ仁いう。だからその，精子iJl論みたいになってくるんですけど.もう (5 ) 






~: \lI~1 ;- ~ -;_¥， Jl~ Mで，内定もらった人の話とか開いててつらいよね，つてなったから， う 17 12 1也手?と話すちを楽にしようと らはうちらで‘お互し、に)JjJましあえる Line作ろうってなって，その 3人 (9 ) すること
ー のLineで.1面接上手くいかなかった.J二手くいったとか。そういう話をずっ
としてた。吐き出そうと思ったら すぐ吐き出せるから。(その結栄)明日
も頑張ろう 1 って。 (F)




しf 相談しようにもってなるから白 とりあえず. IfIることはたくさんある
あまり考えすぎずけれども。そんなことやっている問にいろんな企業の選考が終わってつ
とにかく行に， とにかく行動ちゃうから，勾一1:毎日何かしら予定は入れなきゃみたいな感じで何かしら 10 





15ヂ竹広げ業を見ていこうとき?エントリーするときに もっと可能性を増やすというカ¥いろんなと 7 
行動 J すること 」んでみるとかしたね。 (A) (5) 
よくなかったから.たとえば，話の内容を変えるのか。変えないのかつて
次の採用試験に向いう》とγもなってきキしf、ね だから評会ホえたこともあります。やっ
」十} 、 今ぺ -1 11U』久 1 
16対策をとるけて対策をとってばり，間接を受けてる !:pにの，試験官の顔色とかっていうのから察して， (9 ) いくこと この話じゃ面自くないっていうか，向こうには響かないっていう時もあり
ますし， まあそういうのを訂正するっていうか。 (13)
次の採用試験に向
試行錯誤すけて自分なりにい記入の仕方が悪かったのかなとか， もっと工夫をした方がよかったのか 6 17 ろいろなやり方をなって感じて。いろいろとやり方を変えてみました。(日) (4 ) 
試していくこと
4月くらいになると 1 平い人は 4月に内定もらってたから rあ，やばい他者の状況他の就i絞活動生と
J ぞ」つてなって，行きたい会社が出てきたのも 4月だから，そうですね 10他者jヒ較 18 とi当分とを自分の状iJi'.を比べ行きたい会社の不採用もらった時{之割とへこんで曾体重落ちたし，ご飯 (4 ) 比べる ること 食べられなくなったし，ですね。り)
就職活動を経験しいろんな人に会ったんですけど.Tさんに会ったりとかもして相談開いて
援助希求 19 助た人からアドパイもらったりとか もう本当いろいろ社会人の人に 013訪問したりとか あ (子)
スをもらうこと とはなんか横で相談したりとか。(I)
今までの就今まで自分が行つあとはね。今まで受けてきた企業を見て，自分の{頃向をみるというか。ど 21 20 職活動の振てきた就職活動全ういう企業を受けてきたんだろうって見て，その中で，自分の受ける職種 (10) り返り 殺を探り返ること 業界の軸を見つけて，その業界で探してたかな。 (A)
今まで自分が漠然と考えていた.自分の性格についての明確な姦付けって
今までの自自分の性格や今まいうか. f言}!f;.性が取れた，なんでいうんだろう，自分今までこういう J!i，tに 1ウ
問 21沈すの振ミ2122Jこfい去すμ記長Jとふ三三法!?れiUL主22たど (i) 
たというか， 自分の性格に自信が持てるようになった。 (F)
22 像を考ftfiTr22やりたいこと探すo そこでちゃんと 自分の今まで、の{雌観を振り返って 16 




カテゴリ-No 概念名 定義 J毛体{タIJ(ヰi91J名) J主体{バ数(lj{例数)
持ち駒をIfやすためにやっていた企業掠しの1'で。今まで')1らなかったけ
について新たれと¥実力を持っている企業が沢山あったことをま!Iり，そもそも大企業へ 。






2μ4 化 ; :?作2J;i?ff(は止つ E臼2ものと毛一えそ 川
自分のために ~j一きてき人けど~れからは他の人のために生きていきたい
と思って ;1主む方向性がはっきりしました。(L)
1:1 分に対して I~I 信そのあたりから。よくいう，企業に選ばれるんではなくて。 I~! 分が企業を
が出て就職活動に選ぶ立場になることが大事ってよく言われること，ようやく自分がそっち 9 1'伝をもっ おけるこI一体性が芽の立J易から，会社を見れるようになったのかなっていう。そういう j虫iに。 (8) 
生えること 会社{こたjして強気な姿勢で，いけるようになったかな。 (F)
最初の l誕の mí~をは慣れていなくていつもの自分というのを出せませんでしありのまま節目らない自分でム



































将来を見1)，1; え!当分の将来段について考えるく自 I~JJ:> 

















































































































[23 新たな気づき}を得る。すると， [24. 目標の
明確化}が促され， 自らの以降の就職活動の方向性
82 筑波大学心理学研究 第 48号
やポリシーが定まる。定まるとi百Jtl寺に， 自分の主体
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